
総合的な学習の時間および特別活動の指導法 　科目ナンバリング　ESS-301
　　選択　　2単位

若林　　彰

1. 授業の概要（ねらい）
　総合的な学習の時間」は決められた教科書はなく、授業内容や方法は各学校の指導にゆだねられている。探究的な見
方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことが重要である。本講義では、創設された背景や経過を知り、その理
念や意義について理解する。また、ロールプレイや実践事例研究等を通して、「総合的な学習の時間」を構想できる基礎
的・基本的な知識を身に付ける。「特別活動」は、人と人とのかかわり方を学ぶとともに、集団での活動を通して、課題の発
見や 解決を行い、自主的・実践的に取り組む態度の形成をする学習である。本講義では、特別活動の意義を理解するとと
もに、「人間関係形成」・「社会参画」・「自己実現」の三つの視点の各活動における働きについて、ロールプレイやグループ
ワークなどを通して体感的な学びを深める。

2. 授業の到達目標
(1)　特別活動の教育的意義、内容を理解している。
(2)　グループワークでの小集団活動を通して、互いのよさや可能性を発揮して取り組む指導の在り方を身につけている。
(3)　特別活動の実践的指導方法を身につけている。 
(4) 「総合的な学習の時間」の創設の背景と「総合的な学習の時間」のねらい及び育成することを目指す資質・能力を理解
している。
(5) 「総合的な学習の時間」の指導計画の作成及び学習指導の基本的な考え方について理解している。
(6) 　探究的な見方、考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を構想することができる。

3. 成績評価の方法および基準
(1)　授業の参加状況　　　　　　　　30%
(2)　グループワークでの参加状況　　30％
(3)　課題レポート、提出物 　　　　 40％

4. 教科書・参考文献
参考文献
文部科学省　小学校学習指導要領解説　特別活動編
文部科学省　小学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編
文部科学省　今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）

5. 準備学修の内容
学習指導要領解説書は、講義の中で適宜取り上げるが、全てを網羅することは出来ない。授業前は、関連する箇所を必ず
読み、必要事項をノートにまとめ、理解を深めておくこと。

6. その他履修上の注意事項
特別活動の指導力は教師としての必須条件であり、豊かな学級経営を展開する基礎でもある。また、「総合的な学習の時
間」に関する指導力は、教師としての総合力が要求される。積極的な参加を期待する。グループ活動では、主体的に参加
し、自身の「自主的・実践的な力」「人間関係を形成する力」「教師としての総合力」を体感し、指導の在り方を深めること。

7. 授業内容
【第１回】 特別活動の意義、特質  

・特別活動の経験、学びと教師のかかわり ・特別活動の歴史的変遷  
【第２回】 学級活動の実践①

（1）学級活動の目標と内容 （2）学級活動（1）の実践 ・話合い活動の進め方 ・学級集団を高める係活動の進め方
【第３回】 学級活動の実践② 

（3）学級活動（2）(3)の実践  
【第４回】 児童会活動の実践     

（1）児童会活動の目標と内容　（2）児童会活動の指導計画
【第５回】 クラブ活動の実践

（1）クラブ活動の目標と内容 （2）クラブ活動の実践 
【第６回】 学校行事の実践

（1）学校行事の目標と内容 （2）学校行事の実践
【第７回】 各教科、道徳、総合的な学習の時間と特別活動

・総合的な学習の時間の学びと特別活動
【第８回】  特別活動と学級経営  

・学級経営で活きる特別活動
【第９回】 総合的な学習の時間を振り返って（自分自身の経験から）

　 「総合的な学習の時間」の創設された背景や経過と「総合的な学習の時間」のねらい及び育成する資質・能力
【第10回】 総合的な学習の時間の 単元計画の作成及び学習指導の基本的な考え方 

　演習を通して単元計画の作成及び学習指導の基本的な考え方の理解
【第11回】 総合的な学習の時間　探究課題「福祉」

　単元（探究的な学習）を構想する。　実践事例に学ぶ。
【第12回】 総合的な学習の時間　探究課題「地域」

　単元（探究的な学習）を構想する。　実践事例に学ぶ。
【第13回】 総合的な学習の時間　 単元の構想と発表(1) 

 「総合的な学習の時間」の単元づくりと発表（その１） 
【第14回】 総合的な学習の時間　単元の構想と発表(2)

  「総合的な学習の時間」の単元づくりと発表（その２）
【第15回】 まとめ  

  総合的な学習の時間及び特別活動で学んだことや課題について協議し、考察する。


